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お
知
ら
せ

　昨年１０月から開始した、容器包
装プラスチックの分別収集も半年
以上が過ぎ、今年５月までに約
１９５トンを資源化しました。
　収集量や分別状況などは、徐々に
良くなってきましたが、間違えて分
別された容器包装プラスチックが
月に約１．５トンあり、汚れた容器包
装プラスチックが資源化できず 残 

ざん

 渣 として町に戻ってきています。
さ

　特に下記の品目は、収集作業や
選別の際に、手を切ってしまった
り、引火や爆発の恐れがあるため
に絶対に混ぜてはいけないものと
して扱われています。資源として
十分活用できるよう適正な分別排
出をお願いします。
絶対に混ぜてはいけません！

汚れた容器包装プラスチックはど
こまで洗えばいいの？
　町に返ってきた残渣を調べてみ
ると、残渣の内の約８０％が汚れた
容器包装プラスチックでした。汚
れた容器包装プラスチックは、周
りのきれいな容器包装プラスチッ
クまで汚してしまい、残渣となっ
てしまいます。
　このように容器包装プラスチッ
クは、資源化できないだけでな
く、周りに与える影響も決して小
さなものではありません。下記で
は、実際にどこまで洗えば資源化
できるのかを一部ご紹介します。

�

　食品のトレイは、そのままだと
汚れや付着物があるので資源化す
ることができませんが、汚れや付
着物を資源化できない紙などで拭
き取り、水で軽くすすぐと資源化

食品などのトレイ

することができます。

�

　マヨネーズの容器は、最後まで
中身を使いきり、先のキャップの
部分をはさみで切り、食品のトレ
イと同様、資源化できない紙など
で付着物を拭き取り、水ですすぐ
と資源化できます。

　容器包装プラスチックの洗い方
の原則は、目に見える汚れや付着
物を取り除くことです。油のボト
ルなどもそのままだと資源化する
ことはできませんが、水を入れ
て、振って油を取り除くだけで資
源化することができます。皆さん
のご理解・ご協力をよろしくお願
いします。
問合せ　環境課
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マヨネーズの容器
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・刃物
・電池
・ライター
・医療系廃棄物

・カミソリ
・ガスボンベ
・スプレー缶
・ガラス片

◆
「
京
都
議
定
書
」
っ
て
何
？

　

一
九
九
七
年
十
二
月
、「
気
候
変
動
枠

組
条
約
」
の
締
約
国
会
議
と
し
て
「
地
球

温
暖
化
防
止
京
都
会
議
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
採
択
さ
れ
た
の
が
「
京
都

議
定
書
」。
二
酸
化
炭
素
な
ど
六
種
類
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
義
務
を
定
め

た
議
定
書
で
、
先
進
各
国
に
対
し
、
法
的

拘
束
力
の
あ
る
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
削
減
目
標
は
、
一
九
九
〇
年
を
基

準
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一
二
年

の
五
年
間
に
先
進
国
全
体
で
温
室
効
果
ガ

ス
を
五
・
二
％
削
減
す
る
と
い
う
も
の
。

国
別
で
は
、
Ｅ
Ｕ
は
八
％
、
ア
メ
リ
カ
は

七
％
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
は
六
％
の
削
減
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
二
〇
〇
五
年
、「
京
都
議

定
書
目
標
達
成
計
画
」
を
策
定
し
、「
マ
イ

ナ
ス
六
％
」
の
達
成
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
「
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
は
？

　

京
都
議
定
書
で
は
、
各
国
が
国
際
的
に

協
調
し
て
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
三

つ
の
仕
組
み
（
＝
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
排
出
量
取
引
」。
こ
れ
は
国
と

国
の
間
で
排
出
枠
の
売
買
を
認
め
る
制
度

で
す
。
排
出
枠
に
経
済
価
値
を
与
え
る
こ

と
で
、
目
標
達
成
が
容
易
な
国
の
自
助
努

力
を
促
し
、
削
減
の
効
率
化
を
図
る
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
は
、
先

進
国
に
よ
る
開
発
援
助
が
途
上
国
の
排
出

量
を
抑
制
し
た
場
合
、
そ
れ
を
自
国
の
削

減
分
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
制
度
で

す
。
先
進
国
の
排
出
削
減
努
力
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
途
上
国
の
適
正
な
発
展
を

促
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
「
共
同
実
施
」
は
、
複
数
の
国
の
共
同
事

業
に
よ
っ
て
排
出
削
減
が
達
成
さ
れ
た
場

合
、
関
係
国
間
で
削
減
量
の
移
転
を
認
め

る
制
度
で
す
。

　

次
回
は
議
定
書
の
課
題
と
見
通
し
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.jcc

ca.org/

）
よ
り
引
用

『
地
球
温
暖
化
』に
つ
い
て

考
え
よ
う

第四回


